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本時の目標： イスラーム帝国の形成と分裂について理解しよう。 

イスラーム帝国の形成 

●非アラブ人の改宗者がウマイヤ朝に対する不満を抱いたため、反乱が勃発した。どのような点だろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）１           朝（750年～1258年） 

 ① ウマイヤ朝の排他的政策・・・アラブ人の一部・征服地の新改宗者２        ら反発 

    ⇒ムハンマドの叔父の子孫アッバース家の革命運動⇒３           朝成立 

 ② 第 2代カリフ４         ・・・イラクに円形首都５          造営 

    ⇒新帝国の基礎を固める。 

（２）アッバース朝と政治・社会 

 ① アラブ人の特権消滅  全イスラーム教徒の６             税廃止 

              アラブ人を含む土地所有者に７       を課す。 

 ② ８        人などの改宗者・・・政府要職に登用 

   ⇒宰相の統率する官僚制度の発達・中央集権化の進展 

 ③ イスラーム法（９          ）・・・カリフ政治の基盤 

基礎 『コーラン』や預言者の言行を伝える伝承 

内容 「儀式的規範」 礼拝・断食・巡礼 

「法的規範」 婚姻・相続・刑罰、租税・戦争の規定などカリフ政治の基本 

     ＊ウマイヤ朝：アラブ帝国⇔アッバース朝：１０            帝国 

                     ⇒公用語はアラビア語ながら、民族差別撤廃 

 

 

 

 

 

 

アッバース朝（750～1258） 

イスラーム帝国 

アラブ人・・・ハラージュ加算 

異民族改宗者・・・ハラージュのみ納入 

非イスラーム教徒・・・ジズヤ・ハラージュ納入 

ウマイヤ朝（661～750）     

アラブ帝国 

アラブ人・・・ジズヤ・ハラージュ免除 

異民族改宗者・・・ジズヤ・ハラージュ納入 

非イスラーム教徒・・・ジズヤ・ハラージュ納入 



課題（ＮＯ２） 

イスラーム帝国の分裂 

（１）アッバース朝の盛衰 

 ① 黄金時代・・・１１         の治世期（在位786年～809年） 

    ⇒首都１２         ：人口 100万に近い大都市に発展 

② カリフの主権範囲の縮小・・・諸地域に独立王朝が成立 

    エジプト・・・１３           朝（868年～905年） 

    イラン・・・１４            朝（875年～999年） 

（２）１５           朝（756年～1031年） 

 ① 建国・・・ウマイヤ朝一族、イベリア半島に逃亡：首都：１６          

 ② 学術文化・・・バグダードを中心に発達した学問・文化を積極的に吸収 

    ⇒高度なイスラーム文化の創出 

（３）１７            朝（909年～1171年） 

 ① 建国・・・第4代カリフのアリーを父・ムハンマドの娘ファーティマを母とすると自称 

10世紀初頭、北アフリカで建国⇒969年、エジプト征服 首都：１８     造営 

② 信仰・政策・・・急進的１９     派信奉・カリフの称号⇒アッバース朝のカリフの権威否定 

③ イスラーム帝国の分裂 

   ・・・後ウマイヤ朝の君主、ファーティマ朝に対抗し、カリフの称号採用 

    ⇒バグダード・カイロ・コルドバに３カリフ鼎立の分裂状態 

（４）２０           朝（932年～1062年） 

   ２１            ：「軍事司令官のなかの第一人者」任命 

   ⇒カリフにかわってイスラーム法施行の権限を付与される 

   ＊カリフ・・・象徴としての権威のみの存在となる⇒イスラーム世界の変革へ 

目標の達成度を５段階で評価しよう。    １―――２―――３―――４―――５  

○感想と疑問点を記述してください。 

 

 


